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平成３０年度 第２回瑞浪市市之瀬廣太記念美術館協議会議事録 

 

日 時：平成３０年１１月６日（火）１０時～１１時 

会 場：瑞浪市化石博物館レクチャールーム 

出席者 ＜協議会会長＞ 柴田 増三（社会教育関係者） 

＜協議会委員＞ 島村 節男（学識経験を有するもの） 

市之瀬 肇（学識経験を有するもの） 

今井 敬博（学校教育関係者） 

西尾 京子（家庭教育の向上に資する有するもの） 

    ＜事務局＞   工藤 嘉高（館長）・柄澤宏明（事務局員） 

 

１ あいさつ 

  柴田会長 

 

２ 報告事項 

  １）平成３０年度事業経過報告 

（１）普及活動について 

   ① 講座の開催 土人形作り 

高砂と土雛コースに分け実施した。 

期  日：延べ４日 7 月 21 日、22 日、8 月 25 日、9 月 2 日 

参加者数：１８名 （定員２０名） 

   講  師：島村委員・柴田千歌氏 

② 企画展の開催 第３１回企画展「中山尚子原画展―土神と狐―」 

期 間：９月２２日（金）～１０月２１日（日） 

      入場者数：６９２人 

      関連行事：オープニングコンサート「安らぎの調べ２重奏」 

           参加者５８名 

（２）その他 

     瑞浪北中学校においてブロンズ作品４体を恒久的に展示予定にあることを報告

した。 

 

質疑・意見等 

・学校等での作品の展示について 

 島村、市之瀬委員：北中学校で展示予定の作品は何か。 

事務局：作品８ 双、作品１６ 愛情は泉のごとくに、作品２５ 浮島の幻想２、作品２２

愛の４作品を予定している。 
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３ 協議事項 

  １）平成３１年度事業計画について 

（１）普及活動について 

     ① 講座等の開催 土人形づくり 

高砂と土雛コースに分け実施。 

期 日：延べ４日 7 月 日、日、8 月 日、9 月 日 

定 員：２０名 （各１０名） 

講 師：島村委員・柴田千歌氏 

受講料：３，０００円 

② 企画展の開催 

 10 月～11 月に現代陶芸（オブジェ）をテーマとして開催予定 

２）今後の企画展の在り方について 

  昨年度天野作品 34 点の寄託があり、展示・収蔵スペースが手狭となった。一部の作品

は化石博物館別館にて収蔵し、収蔵庫の整理を行ったが未だその余地は少なく、今後企

画展を開催する上での課題となる。しかし、市内の芸術家の作品を展示した企画展の開

催を望む声も多く、また、美術館という施設で作品を展示することは作家本人のステッ

プアップにも繋がる。本年同様に企画展を開催する際には第 2 展示室のみを使用するこ

ととし、美術館として恥ずかしくない展示に努めたい。 

 

質疑・意見等 

・講座等の開催について 

 柴田会長：現在、天野作品も展示しており天野氏による講座を開講することはできないか。 

 事務局：検討してみるが、題材とすべきものが思い当たらない。 

・企画展について 

 西尾委員：本年度のオープニングコンサートや文化センターと連携した事業展開は良かった。

今後も同様な試みを行うことはできないか。 

 事務局：来年度はオブジェの展示であり、それに合うようなオープニング企画を実施できる

ように努めたい。 

 

４ その他 

 

質疑・意見等 

 

・常設展について 

 島村、市之瀬委員：当館はあくまで市之瀬美術館であり、天野作品が第 1 展示室に、市之瀬

作品が第 2 展示室にあるのは納得がいかない。 

 事務局：本年の企画展終了後、作品を整理し、可能な限り市之瀬作品と天野作品の混在を避
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けるような展示とし、彫刻をテーマとした展示に心がけた。天野作品は大型、重量物であ

り、移動が困難であるため、現況の状態に留めた。来年度の企画展終了後には、第 1 展示

室と第 2 展示室の作品入れ替えを行うことでご容赦いただきたい。 

 柴田会長：今後、建設されるであろう新博物館の中には美術展示室を設ける構想があるので

大いに期待している。 

・収蔵品について 

 柴田会長：昨年度寄贈のあった日比野作品はどうするのか。 

 事務局：現在、化石博物館別館にて収蔵しているが、テーマの統一を欠くため展示について

は検討中である。 

 島村、西尾委員：慎重に検討し、美術館として恥ずかしくない展示をして欲しい。 

 島村委員：屋外での展示は考えないのか。 

 事務局：かつて池があった空間の利用は考慮に値する。現在、1 点展示物があるのみで可能

であれば作品を追加する想定がある。 

 島村委員：通路部分に屋外展示ができないか。 

 事務局：通路部分の屋外空間は狭いため展示に不向きのように思う。 

 市之瀬委員：小型の作品であれば可能と思われるので考えて頂きたい。 

 事務局：費用面が問題であるが考えている。 
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資料 

平成 30 年度入館者数              
  

（単位：

人） 

月 一般 小中 一般団体 小中団体 合計 

4 117 195 0 0 312 

5 1,754 1,820 0 0 3,574 

6 53 90 0 0 143 

7 93 92 0 0 185 

8 210 267 0 0 477 

9 285 87 0 0 372 

10 375 104 3 48 530 

11           

12           

1           

2           

3           

合計 2,887 2,655 3 48 5,593 

      

参考 平成２９年度入館者数              
  

（単位：

人） 

月 一般 小中 一般団体 小中団体 合計 

4 92 124 0 0 216 

5 1,737 1,655 7 76 3,475 

6 60 97 0 0 157 

7 94 100 0 0 194 

8 145 226 0 0 371 

9 294 90 0 0 384 

10 292 62 24 0 378 

11 243 137 62 74 516 

12 42 23 0 0 65 

1 40 29 0 0 69 

2 36 29 0 0 65 

3 61 86 0 0 147 

合計 3,136 2,658 93 150 6,037 

 


